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山口市の教育を取り巻く状況

 
国の状況 

 （１）少子化、高齢化の進展
　わが国の人口の推移をみると、若
年人口が減少し続け、少子化・高齢
化が今後も進行すると予測されてい
ます。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （２）コロナ禍による影響
　新型コロナウイルス感染症は、わが
国の社会全体に大きな影響を与えてい
ます。
　教育分野においては、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、学校の臨時休業をはじめ、修学
旅行や運動会、体育祭、文化祭等といっ
た様々な学校行事において、中止ある
いは実施方法の変更・見直し等を行
うこととなりました。
　特に、この臨時休業期間中の子ども
の学びの保障のあり方の一つとして、
オンライン授業など、ＩＣＴを活用した
学習方法が効果的であると国から示さ
れましたが、実際は、ほとんどの公立
学校が教科書や紙の教材の活用を主
とした学習サポートを行っており、学
校におけるＩＣＴ教育の推進が全国的な課題となったところです。
　こうしたことから、国としても全ての児童・生徒に端末を配備するなど、ＧＩＧＡスクール構想（※）の加速化といっ
た、ＩＣＴ教育の推進に重点的に取り組むこととされたところです。

 （３）自然災害の激甚化・頻発化とＳＤＧｓの行動理念
　近年、日本を含め、世界各地において、洪水や土砂災害を引き起こす豪雨など、異常気象に起因する災害が毎
年起きている状況です。
　世界が、環境問題をはじめ、食料やエネルギーの問題など、地球規模の課題に直面している中で、一人ひとりが、
ＳＤＧ s（持続可能な開発目標）（※）の理念に基づき行動することが求められています。

 （４）デジタル社会の到来と子どもを取り巻く状況
　Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０（※）の実現に向けて社会全体でデジタル化が推進されている中、私たちの日常生活においてデジタ
ル機器はなくてはならないものとなってきています。
　「ＯＥＣＤ（※）生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）２０１８」によると、日本の子どものＩＣＴ活用状況は、ＯＥＣＤ加
盟国間との比較では、学校の授業での利用時間が短く、学校外では多様な用途で利用しているもののチャット（※）

やゲームの利用に偏る傾向が指摘されています。

中学校
小学校

中学校
小学校

■臨時休業期間中に学校が課した家庭における学習の内容

■学校が臨時休業期間中の学習指導に関し課題であったと感じている事項

教科書や紙の教材の活用

テレビ放送の活用

教育委員会等が
作成した学習動画の活用

上記以外のデジタル教材

同時双方向型オンライン指導

家庭でも安全にできる運動

その他

学校と児童・生徒、保護者との
認識の共有

登校日の設定等による
学習指導や学習状況の把握

指導計画等を踏まえた
適切な教材等の提供

各学校や家庭・児童生徒の実態を
踏まえた積極的なＩＣＴの活用
児童・生徒による学習状況の
違いに対応した学習の支援

その他
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「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた公立学校における学習指導等に関する状況について
（文部科学省：令和２年６月２３日時点）」のデータをもとに山口市教育総務課作成
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　また、スマートフォンについては、
１０年前にはほとんどの子どもたちが
持っていませんでしたが、現在の保有
率は、中学生が８４．３％と高い状況に
あります。
　こうした中、子どもたちは、自身の
考え方や価値観に沿った情報を得る
現象である「フィルターバブル（※）」の状況下で日常的に情報に触れていることに気づかないことや、大人が想像す
る以上に、子どもにかかる「同調圧力（※）」の影響が大きくなっています。
　学校教育において、多様な情報媒体の特性や利用方法を理解し活用する能力「メディアリテラシー（※）」を育むな
かで、情報の論理や事実を吟味しながら理解することや、ＩＣＴ機器とうまく付き合っていくための能力を子どもたち
に育成することは喫緊の課題となっています。

 （５）子どもたちの学力と生活満足度
　「ユニセフ・イノチェンティ研究所２０２０年『レポートカード１６』」において、数学・読解力で基礎的習熟度に達
している日本の子どもの割合は世界でもトップレベルにある一方で、生活満足度と、１５から１９歳までの自殺率を
組み合わせて判断した「精神的幸福度」は３７位と低くなっており、学力の高さが自らの幸福度の高まりにつながっ
ていない状況にあることが示されています。

 （６）公立中学校における部活動の地域移行
　学校教育の一環として行われている運動部・文化部活動については、その活動を通して人間関係の構築や自己肯
定感の向上といった教育的な意義等があるものの、近年は全国的に児童・生徒数の減少が進み、特に地方におい
て部活動の持続可能性といった課題が生じてきているほか、中学校においては教職員が勤務時間外に部活動指導を
行うことによる大きな業務負担が生じているなどの様々な課題が指摘されています。
　そうした中で、スポーツ庁及び文化庁は、令和４年１２月に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等
に関する総合的なガイドライン」を策定しており、そのなかで新たな地域クラブ活動の整備等、地域の実情に応じ
た地域のスポーツ・文化芸術活動の環境整備のための取組を行い、公立中学校の休日の部活動の地域移行を段階
的に進め、平日についても休日の取組の進捗状況等を検証した上で、更なる改革を推進することとしています。

 （７）つながりの希薄化
　近所・地域での付き合いについて「付き合っている」と回答した人の割合は年々減少しており、地域におけるつ
ながりは希薄化している傾向が見られます。

 （８）子育て環境
　子育て世帯は男性・女性ともに約７
割もの人々が地域の支えを必要として
いることが分かります。

■学校外で平日にデジタル機器を
利用する状況（高校1年生）

「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査ＰＩＳＡ２０１８」をもとに
山口市教育総務課作成
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「内閣府総合科学技術・イノベーション会議
『Ｓｏｃｉｅｔｙ ５.０の実現に向けた教育・人材育成に
関する政策パッケージ（案）』」をもとに
山口市教育総務課作成
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「社会意識に関する世論調査（内閣府）」のデータをもとに山口市教育総務課作成
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■子育てに対する地域の支えの重要さ（％）

（％）

「令和２年度『家庭教育の総合的推進に関する調査研究～家庭教育支援の充実に向けた
保護者の意識に関する実態把握調査～（文部科学省）』」のデータをもとに山口市教育総務課作成
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 （９）人生１００年時代（※）の到来
　国においては、健康寿命（※）の延伸により、今後は人生100 年時代となっていくと言われており、長い人生にお
いて様々な職業や学びを経験する時代へ移行していくとされています。

（10）生涯学習
　国全体の傾向として、生涯学習を通じて身に付けたことを仕事や就職の上で生かしている人や家庭・日常生活に
生かしている人の割合は年々増加しています。
　一方で、生涯学習を通じて身に付けたことを地域や社会で生かしている人の割合は減少しています。
　また、国の調査においては、地域や社会の活動に「参加してみたい」とする人の割合は約８割と高くなっている
ことから、地域社会での活動への参加を促す方策が必要となっています。
　多くの人が地域や社会での活動に参加するようになるためには「地域や社会での活動に関する情報提供」ととも
に「地域や社会に関する講習会の開催など、活動への参加につながるようなきっかけ作り」が必要と考えられます。

男性■日本人の平均寿命の推移と推計

1947年及び1960年から2010年までは「完全生命表（厚生労働省）」、1950年は「簡易生命表（厚生労働省）」、
2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果
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■地域社会での活動への参加を促す方策

「教育・生涯学習に関する世論調査（内閣府：平成27年12月）」、
「生涯学習に関する世論調査（内閣府：平成30年７月）」のデータをもとに山口市教育総務課作成

「生涯学習に関する世論調査（内閣府：平成30年7月）」のデータをもとに山口市教育総務課作成

■地域社会での活動への参加意欲

「生涯学習に関する世論調査（内閣府：平成30年７月）」
のデータをもとに山口市教育総務課作成
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 山口市の状況 

  ［２—１］少子化、高齢化の進展  

　本市の人口の将来人口推計をみると、国全体の傾向と同様、若年人口が減少し続け、少子化・高齢化が今後も進行
すると予測されています。

  ［２—２］山口市の子どもの状況  

（1）山口市内の幼稚園・保育所、　　　　
小・中学校の子どもの人数

　市内の就学前児童（５歳児）は減少傾向にあ
る中で、共働き世帯の増加により、幼稚園・認
定こども園（教育）を利用する子どもより、保育所・
認定こども園（保育）を利用する子どもが増えて
いる状況です。　
　市内の児童・生徒数は減少傾向にあり、今後
もこの傾向は続くことが予想されます。
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■5歳児数と幼稚園・保育所等の通園
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５歳児数
5歳の幼稚園・認定こども園（教育）等

5歳の保育所・認定こども園（保育）

H30 R1 R2 R3 R4

1,668 1,709
1,601 1,625 1,603

854 865

756 694 644
778 794

805 885 918

４月1日時点の５歳児数をもとに山口市教育総務課作成
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■児童・生徒数の変化
（人）
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児童数 生徒数

５月１日時点の児童・生徒数及び「山口市指定区別年齢別男女別人口調（令和４年３月３１日時点）」をもとに山口市教育総務課作成
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（２）特別な支援を要する児童・生徒等及び外国人市民の人数
　児童・生徒数が減少している中でも、特別な支援を要する児童・生徒数（特別支援学級※）は増加しています。

　また本市における外国人市民数は今後、市全体の人口数が減少する中にあっても増加していくことが見込まれて
おり、同時に日本語教育が必要な子どもも増えていくことも考えられます。

（３）学力・学習状況の現状
　小学校６年生と中学校３年生を対象とした「全国学力・学習状況調査（以下「学力調査」と言う。※）」における本
市の平均正答率は、小学生、中学生ともに平成２７年度以降、全国平均を上回る結果となっています。
　その一方で、その教科（国語・算数）が好きと答えた小学校６年生の割合は、全国平均とほぼ同様の約６割程度となっ
ています。

■小学校における特別支援学級児童数

５月１日時点の児童・生徒数をもとに山口市教育総務課作成
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■中学校における特別支援学級生徒数
生徒数 特別支援学級生徒数
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■山口市における外国人市民の実績値と予測値

令和3年（2021年）「第二次山口市国際化推進ビジョン」から抜粋
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■全国平均を100としたときの正答率と国語の勉強が好きな本市の小学生の割合

国語Ａは主として「知識」に関する問題、国語Ｂは主として「活用」に関する問題。平成３１年以降は、国語ＡＢを一体的に調査している。
平成30年は国語の学力調査が全国的に実施されなかったためデータがない。

国語の勉強が好きな児童の割合（山口市） 国語の勉強が好きな児童の割合（全国）

国語A（主として「知識」に関する問題） 国語B（主として「活用」に関する問題）

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

110.0

0.0

10.0

30.0

50.0

70.0

90.0

110.0（％）
（％）

（年）
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H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4

102.9
103.5

101.8

103.9

103.6 / 103.6 104.0 / 104.0

105.5
105.1

102.4

104.9

102.6 / 102.6

103.6 / 103.6 104.0 / 104.0

102.6 / 102.6

63.1 65.3 67.7 70.8 64.466.6 66.0 65.963.9 68.664.8 64.0 67.8 62.5

算数Ａは主として「知識」に関する問題、算数Ｂは主として「活用」に関する問題。平成３１年以降は、算数ＡＢを一体的に調査している。

■全国平均を100としたときの正答率と算数の勉強が好きな本市の小学生の割合

算数の勉強が好きな児童の割合（山口市） 算数の勉強が好きな児童の割合（全国）

算数A（主として「知識」に関する問題） 算数B（主として「活用」に関する問題）

（年）
0.0

20.0

30.0

50.0

70.0

90.0

110.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

110.0
（％）（％）

101.4
102.1

104.7

101.2

105.8 / 105.8
105.0 / 105.0

102.4

106.2

103.9
102.9

103.7 / 103.7102.4 103.9 103.7 / 103.7

59.1 62.9 63.6 64.6 64.1 67.060.5 59.8 60.5 61.7 60.8 61.9

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4
国語Ａは主として「知識」に関する問題、国語Ｂは主として「活用」に関する問題。平成31年以降は、国語ＡＢを一体的に調査している。
平成３０年は国語の学力調査が全国的に実施されなかったためデータがない。

■全国平均を100としたときの正答率と国語の勉強が好きな本市の中学生の割合（％）

国語の勉強が好きな生徒の割合（山口市） 国語の勉強が好きな生徒の割合（全国）

国語A（主として「知識」に関する問題） 国語B（主として「活用」に関する問題）

（年）

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.096.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

110.0
（％） （％）

101.2

103.2
103.7

101.4

105.4 / 105.4

107.0 / 107.0

102.1

105.2

104.0

100.2

103.1 / 103.1

100.2

103.1 / 103.1

57.2 57.5 60.1 62.6 61.3 61.356.0 56.0 55.4 60.1 53.9 57.9 59.1 58.1

H27 H28 H29 H30 H31 R3 R4
数学Ａは主として「知識」に関する問題、数学Ｂは主として「活用」に関する問題。平成３１年以降は、数学ＡＢを一体的に調査している。

■全国平均を100としたときの正答率と数学の勉強が好きな本市の中学生の割合

数学の勉強が好きな生徒の割合（山口市） 数学の勉強が好きな生徒の割合（全国）

数学A（主として「知識」に関する問題） 数学B（主として「活用」に関する問題）

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.094.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

110.0
（％） （％）
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　学校の授業時間以外の勉強時間
は、平日は約６割以上の小学生・中
学生が１時間以上学習しており、中で
も１時間以上２時間未満の小学生・
中学生が最も多くなっています。
　勉強時間が１時間以上の割合は、
小学生では全国平均より多くなって
いますが、中学生では少なくなってい
ます。
　また、休日の学校の授業時間以
外の学習時間について、約２割以上
の小学生が１時間以上学習しており、
約４割以上の中学生が 1 時間以上
学習しています。
　勉強時間が１時間以上の割合は、
小学生・中学生ともに全国平均より少なくなっています。

　「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯

電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」という設問の回答と学力調査結果との相関関係を分析すると、
テレビゲームをする時間が長いほど、正答率が下がる傾向にあることが分かります。

　また「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１
日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習

塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている

時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」とい
う設問の回答と学力調査結果との相関関係を分析す
ると、土日に家庭学習の時間が少ない中学生ほど正
答率が低くなる傾向にあることが分かります。

３時間以上 ２時間以上，３時間より少ない １時間以上，２時間より少ない

３０分以上，１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない

■学校の授業時間以外の１日当たりの勉強時間（平日）

（％）

（％）

小学６年（山口市）

小学６年（全国）

中学３年（山口市）

中学３年（全国）

■学校の授業時間以外の１日当たりの勉強時間（休日）

小学６年（山口市）

小学６年（全国）

中学３年（山口市）

中学３年（全国）

3.3

4.2

2.8

4.9

0 20 40 60 80 100

7.9　　 15.0　　                   39.6　　                       25.2　　      8.8　

11.3　　 13.8　　               34.3　　                     25.8　　      10.5

6.8          23.6                             37.8                          20.7         8.3

9.9              25.3                           34.3                     17.0         8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに
山口市教育総務課作成
端数処理等により100％にならない場合があります

4.4 5.7　13.7　                32.6　                              34.3　             9.3

8.0  5.6　 12.6　   　　　29.9　　　　　　　　      31.5　　　　　  12.3

5.2   10.6　        24.8　                        32.9　                    20.4　    6.2

7.3　  13.3　           24.3　                  25.9　               19.0　      10.2

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

■ 小学生が回答した1日当たりのテレビゲームの時間数と
　平均正答率の関係性

（%）

算  数 数  学
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

■ 中学生が回答した1日当たりのテレビゲームの時間数と
　平均正答率の関係性

（%）

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに
山口市学校教育課作成

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに
山口市学校教育課作成

55.0
62.1 65.5 68.7 70.7 73.6

43.5 42.7
53.9 57.5 61.3 62.9

４時間以上 3時間以上，4時間より少ない 2時間以上，3時間より少ない １時間以上，２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

（%）

■ 中学生が回答した土日の1日当たり勉強時間数と
　 平均正答率の関係性
４時間以上 3時間以上，4時間より少ない 2時間以上，3時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

数  学
「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに
山口市学校教育課作成

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

60.6 58.9 57.5 56.1
49.4

41.5
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（４）体格・体力の現状
　小学校５年生と中学校２年生を対象とした「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」によると、本市の子どもた
ちの体格は、小学校５年生・中学校２年生の男子・女子の身長・体重とも全国平均を下回っています。

　小学校５年生と中学校２年生を対象とした「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」によると、体力合計点で
本市の小学校５年生について、男子は「20 ｍシャトルラン」「立ち幅とび」、それ以外の種目は全国平均を下回っ
ています。
　また、中学校２年生について、女子は「立ち幅とび」「持久走」、男子女子ともに「反復横とび」「20 ｍシャトルラン」

「５０ｍ走」が全国平均レベル程度かそれ以上にある一方で、それ以外の種目は全国平均を下回っています。

■全国を50とした場合の比較（身長）
（%）

「令和３年度『全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）』」をもとに山口市教育総務課作成

45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

48.5
48.1 48.1

49.1

小5男子 中2男子 小5女子 中2女子

■全国を50とした場合の比較（体重）
（%）

45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

48.2 48.1
48.7 49.6

小5男子 中2男子 小5女子 中2女子

全国平均全国平均

88 90 92 94 96 98 100 102 104 106 108 110

■ 小学校5年生と中学校2年生の男女の体力（全国を100とした場合の比較）

令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）より。　50ｍ走、持久走はタイムが速いほど値は小さくなります。

小学校5年男子 小学校5年女子

中学校2年男子 中学校2年女子
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

20mシャトルラン

50m走

立ち幅とび

ハンドボール投げ

ソフトボール投げ

持久走

95.6
95.6

95.1
97.6

96.6
96.3

99.3
99.1

99.9
98.9

95.8
94.7

97.1
96.8

101.5
100.2

101.7
99.4

106.9
107.2

100.2
101.2

99.0
98.9

100.6
99.2
99.1

101.2

95.2
95.6

96.1
97.2

100.6
98.0

全
国
平
均
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　生活習慣面では、学力調査において、「朝食を毎日食べている」と回答した小・中学生の割合は、ともに８割強
となっており、「毎日、同じくらいの時刻に就寝している」という設問に「寝ている」「どちらかといえば寝ている」
と回答した小・中学生の割合も８割強になっています。

（５）自己肯定感
　学力調査において、「自分には、良いところがあると思う」という設問に、「当てはまる」または「どちらかと言
うと当てはまる」と回答した小学生の割合は約８割となっているのに対し、中学生は７割強となっており、年齢が上
がるにつれて子どもたちの自己肯定感が低くなる傾向にあります。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

［ 小学生の割合 ］
■朝食を毎日食べている割合

［ 中学生の割合 ］

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに山口市学校教育課作成

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

毎日食べている どちらかというと食べている あまり食べていない 食べていない

［ 小学生の割合 ］
■毎日、同じくらいの時刻に寝ている割合

［ 中学生の割合 ］
毎日寝ている どちらかといえば寝ている あまり寝ていない 寝ていない

90.6

91.5

88.3

88.6

88.7

85.8

87.3

87.1

84.4

　   6.2

       6.2

     8.2

     7.7

　  7.8

   9.2

    8.6

     9.0

 10.0

86.9

88.2

87.0

87.4

86.9

83.4

87.4

85.7

84.6

   9.1

    7.4

   8.9

   8.1

   8.5

9.3

   7.9

 8.9

10.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

27.3

29.7

31.3

28.6

31.2

34.9

31.3

33.7

34.1

48.1

46.3

45.2

49.2

46.1

39.3

47.5

48.3

47.8

38.9

38.8

38.1

37.9

38.7           

39.7

38.4

33.0

38.0

42.7

42.3

41.4

44.7

41.8

37.2

44.6

49.3

43.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに山口市学校教育課作成

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

［ 小学生の割合 ］

■自分には，よいところがあると思いますか

［ 中学生の割合 ］

当てはまる どちらかと言うと当てはまる どちらかと言うと当てはまらない 当てはまらない

35.9

34.5

37.3

37.7

40.8

43.9

35.0

31.0

37.3

42.8

44.1

41.5

40.7

39.9

42.8

47.8

46.1

44.2

23.8

24.8

26.3

25.8

27.4

34.8

28.2

33.4

33.6

43.7

45.3

43.8

46.3

44.3

46.1

47.3

43.5

45.1
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（６）挑戦する意欲
　「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦していますか」という設問に、「当てはまる」「どちらかと言うと当てはまる」
と回答した小学生の割合は約７割となっているのに対し、中学生は6割強と減少する傾向が見られます。

（７）いじめに対する意識
　「いじめはいけないと思う」小・中学生
の割合は、それぞれ９割を超えていますが、

「当てはまらない」「どちらかといえば当て
はまらない」と回答した小・中学生の規範
意識の向上を図る必要があります。

（８）地域活動への参画意識
　「今住んでいる地域の行事に参加している」の割合は、全国平均と比べても高い割合となっていますが、中学生
では約４割強と低くなっています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％） 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに山口市学校教育課作成
端数処理等により100％にならない場合があります

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成31年度

令和３年度

令和４年度

［ 小学生の割合 ］

■難しいことでも失敗を恐れないで挑戦していますか

［ 中学生の割合 ］

当てはまる どちらかと言うと当てはまる どちらかと言うと当てはまらない 当てはまらない

54.5

51.9

53.0

54.8

53.4

52.4

50.1

47.9

19.7

21.3

18.8

17.4

17.2

  14.6

25.3

22.0

2.7

2.7

2.9

2.9

2.2

2.5

4.3

3.8

13.0

15.3

18.3

17.6

19.0

20.8

19.3

22.1

30.3

28.7

26.6

26.6

24.9

25.3

28.6

26.2

3.5

3.5

3.9

3.2

3.1

3.9

5.2

4.2

53.2

52.5

51.2

52.5

53.0

49.9

46.9

47.5

23.1

24.0

25.1

24.9

27.1

30.5

20.2 

26.2

その他 0.1

その他 0.1

無回答 0.1

無回答 0.1

その他 0.1

無回答 0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

小学校
6年生

中学校
3年生

■いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに山口市学校教育課作成
端数処理等により100％にならない場合があります

当てはまる どちらかと言うと当てはまる どちらかと言うと当てはまらない 当てはまらない

82.2 14.5 0.8

2.3

82.7 13.6 1.0

2.6

その他・
無回答 0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

小学校６年（山口市）

小学校６年（全国）

中学校３年（山口市）

中学校３年（全国）

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」のデータをもとに山口市学校教育課作成

■地域の行事に参加していますか
参加している どちらかといえば参加している どちらかといえば参加していない 参加していない

29.2 　　　　　　　　　32.4 　　　　　　　22.2 　　　　　　  16.0

23.4 　　　　　　29.3 　　　　　　　　　23.6 　　　　　23.6

15.5 　　32.3 　　　　　　　　　　　　　30.1 　　　　　　22.1

14.3  25.7                           26.9                        33.1

その他・
無回答 0.2

無回答 0.1
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（９）児童・生徒の不登校といじめ
　本市の不登校児童・生徒数は、年々増加傾向にあります。
　また、本市のいじめ認知件数については、中学校において令和３年度は２年度に比べて増加傾向にあります。

（10）生徒の長期欠席（月に５日以上欠席）の傾向
　本市における中学生の長期欠席数について、特に 1 年生時の夏季休業明けの 9 月に人数が急増しており、これ
は全国的にも同様の傾向があると言われています。

0

15

30

45

60

75

0

15

30

45

60

75

90
（件） （件）

［ 不登校・小中学校 ］

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）」をもとに山口市教育総務課作成

［ いじめ・小中学校 ］

■ 1,000人当たりの認知件数

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

山口市中学校

山口市中学校

山口市小学校

山口市小学校

全国小学校

全国小学校

全国中学校

全国中学校

■山口市 学年別長期欠席人数の変化（Ｒ３）　
　 ※１，０００人当たりの長期欠席児童生徒数（５日以上の欠席）　　

「山口市長期欠席児童生徒に関する通知書」の集計結果をもとに山口市学校教育課作成

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（人） 中1小6 中2 中3

0

18

35

53

70
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  ［２—３］山口市内の適正化対象校の推移について  

　現在、本市においては「山口市立学校適正規模適正配置基
本方針」において、小学校は５学級以下、中学校は６学級以
下の場合を適正化の検討対象校とする基準を設けています。
　本市の児童・生徒数は近年減少傾向にあり、この傾向が今
後も続いていくと、学校規模及び配置の適正化の基準に該当
する学校が増えていく可能性があります。

  ［２—４］山口市の教員の時間外勤務の状況について  

　本市における教員の時間外勤務時間は減少傾向にあります。

  ［２—５］コミュニティ・スクールについて  

（1）全国的にも早い段階から導入
　本市の市立小・中学校では、平成２２年度からコミュニティ・スクール（P15 ～ 16 参照）の取組をスタートし、平
成２４年４月には全市立小・中学校において導入しています。
　これは全国的にも早い段階で導入していることになります。（令和４年５月１日時点で全国の自治体の４２．９％がコミュ

ニティ・スクールを導入）

（2）本市におけるコミュニティ・スクールの成果
　全国に先駆けて取り組んできたコミュニティ・スクールの活動によって、本市の児童・生徒は規範意識・行動、
学校への愛情等の意識が高まり、活動に参画した保護者や地域住民においても学校・地域への愛着、地域の担い
手意識の高まりなど、様々な成果が見られることが分かってきています。

0

2

4

6

8

10

■ 適正化対象校数の推移

「山口市各学校別児童生徒数」をもとに山口市教育総務課作成

小学校 中学校

7 7 7 7
6

7

9

7
8

7

H30 R1 R2 R3 R4

（校数）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
■ 小・中学校における時間外勤務状況

「時間外在校等時間調査」をもとに山口市教育総務課作成

100h以上/％/月 80h以上/％/月 45h以上/％/月

H 3 0 H 31 R 2 R 3
小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

（％）

46.3

55.7

38.7

54.6

33.6

46.0

36.3

46.9

7.3

19.8

8.1 4.7

18.1

7.3 3.7
12.5
4.6 4.0

14.6
5.5

1.1 0.50.5 0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

「地域と学校の新たな協働体制の構築のための実証研究（令和３年度文部科学省委託事業）」をもとに
山口市教育総務課作成（市内10校の児童・生徒及び地域住民・保護者を対象に実施したアンケート調査）

■コミュニティ・スクールにおける
　児童・生徒への効果

■コミュニティ・スクールにおける
　地域住民や保護者への効果

規範意識・行動

学校への愛情・誇りの高まり

思いやりの心

ソーシャルスキル

キャリア意識

教職員への関心・信頼の向上

やり抜く力

自己肯定感

地域の大人への関心・信頼の向上

学習意欲

学校・地域への
愛着の高まり

学校への
信頼の高まり

地域の担い手
意識の高まり

生涯学習
意識の高まり

  89.0

 87.7

 87.2

86.0

78.4

78.2

74.3

72.3

71.7

70.7

       96.4

85.5

          92.9

79.1

                88.5

63.1

              88.0

66.0

地域住民 保護者
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【 本市のコミュニティ・スクールの取組について 】

○ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは　
　平成16年、学校運営の状況が地域住民や保護者等に分かりにくく、学校の閉鎖性や画一性等の指摘がある中、時代
の変化に応じて、地域住民や保護者等から、学校教育に対する多様かつ高度な要請や開かれた学校運営を求める声が
寄せられるようになっていること等を
背景とし、「地方教育行政の組織及び
運営に関する法律」が改正され、学校
と地域住民等が力を合わせて学校の運
営に取り組むためのものとして「学校
運営協議会制度」が導入されました。
　コミュニティ・スクールとは、地域住
民や保護者等が学校の運営に積極的
に参画することによって、自分たちの
力で学校をより良いものにしていこう
とする意識の高まりを学校が的確に受
け止め、学校と地域住民や保護者等が
力を合わせて学校の運営に取り組むこ
とが可能となるものであり「地域とと
もにある学校づくり」を進める仕組み
とされています。

○ 本市におけるコミュニティ・スクール
　本市においては、「地域とともにある学校づくり」であるコミュニティ・スクールを核とするとともに、社会総がかり
で子どもの学びや育ちを見守り、支援する取組として「地域学校協働活動」の仕組みを活用し、児童・生徒、教職員、
学校医、保護者、地域住民が、これから
の社会の担い手となる子どもを育む地域
連携教育を進めています。
　地域学校協働活動とは、地域住民、ＰＴＡ、
民間企業、ＮＰＯ法人など、地域におけ
る様々な団体の参画を得て、子どもたち
の学びや成長を支える仕組みであり、「学
校を核とした地域づくり」を目指して、
地域と学校が対等なパートナーとなり連
携・協働して取り組む活動のことです。
　また、そうした活動を担っているのが
地域協育ネット協議会（概ね中学校区を一

まとまりとして、幼児期から中学校卒業程度ま

での子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで

見守り、支援するための仕組み）です。
　本市におけるコミュニティ・スクール
は、地域とともにある学校づくりとして
の「コミュニティ・スクール」に加え、学校を核とした地域づくりである「地域学校協働活動」も併せた取組を各市立小・
中学校において展開しているところです。
　各学校における地域連携教育を進めていくため、平成２８年には各学校のコミュニティ・スクールと地域学校協働活動
の一体的な運営を支援する「地域連携推進室」を山口市教育委員会内に設置したほか、平成３１年には市独自のコミュ
ニティ・スクールアドバイザー（コミュニティ・スクールの立ち上げや推進体制の構築に向けて助言を行うもの）を教育委員会に
配置したところです。

山口県教育委員会ウェブサイトにおける「山口県の地域連携教育」から一部抜粋

文部科学省ウェブサイトにおける「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」から一部抜粋
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　また、各市立小・中学校において、学校・家庭・地域の連携・協働を進めるための「学校・地域連携カリキュラム」
や、各学校のコミュニティ・スクールの取組等を家庭や地域に説明するための「学校プレゼン資料」の作成をサポートし
てきたところです。
　こうした体制のもと、各学校におけるコミュニティ・スクールでの熟議は年々成熟してきており、近年では児童・生徒
も参画し、学校運営協議会委員や保護者・地域住民と議論したり、ファシリテーターとなって議論の調整を行ったりする
など、児童・生徒の当事者意識も芽生えてきています。

  ［２—６］山口市の地域社会・家庭の状況について  

（1）つながりの希薄化
　国全体の傾向と同様、本市において
も近所付き合いの程度は低下している
状況にあり、地域におけるつながりが
希薄化している傾向が見られます。
　そのような中、本市においては全国
に先駆けてコミュニティ・スクールの
取組を進めており、学校を中心として、
地域・保護者が一体となった学校づく
りを進めているところであり、こうした
取組は地域内のつながりづくりを支援
するだけでなく、学校現場においても教育水準の向上の効果につながる取組となっています。

（2）子育て環境
　本市における子育て環境が整っていると思う親の割合は年々向上しており、子育ての不安や悩みを解決できてい
る親の割合も増えています。

■隣近所の方との付き合いの程度

「『山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画』を策定するための
地域福祉アンケート」をもとに山口市教育総務課作成

いつも親しくつき合っている
隣近所の人がいる

留守にするときには、
用が頼める隣近所の人がいる

顔を合わせればあいさつする
程度の付き合いしかない

隣近所の人の顔は知っているが
声をかけたことはほとんどない

隣近所の人は
ほとんど顔も知らない

その他

平成29年（2017年） 令和4年（2022年）

24.0
23.3

2.9
3.1

0.2
0.8

14.5
11.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

49.9
55.5

3.6
5.5

0 20 40 60 80 100（％）

■ 学校が行う教育活動の内容やねらいについて、
家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」の
データをもとに山口市学校教育課作成

■保護者や地域の人との協働（コミュニティ・スクール等）に
よる取組は、学校の教育水準の向上に効果がありましたか

「令和４年度『全国学力・学習状況調査（文部科学省）』」の
データをもとに山口市学校教育課作成
端数処理等により100％にならない場合があります

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない その他

そう思う どちらかといえば思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 取組を行わなかった その他・無回答

3.1
0.3 0.1

5.2

0 20 40 60 80 100（％）

山口市小学校

全国小学校

山口市中学校

全国中学校

山口市小学校

全国小学校

山口市中学校

全国中学校

48.4 　　　　　51.6

19.8 　　　　62.2 　　 17.2      0.1

18.6            61.1        19.3      0.1

 38.9                   61.1

71.0                  29.0 

   41.6                   52.1               2.8

29.8              56.7            　 7.3

66.7                   33.3
0.9 0.1

0.7

0.9

0
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60

70

80

90

100
（％）

0

10
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60
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80

90

100
（％）

H29 H30 H31 R2

47.9 50.0 52.8 53.1

52.8 52.2
57.4

62.9

「山口市まちづくりアンケート」をもとに山口市教育総務課作成

■子育て環境について

子どもを安心して生み育てられる環境が整っていると思う子どもをもつ親の割合 子育ての不安や悩みを解決できている親の割合
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  ［２—７］生涯学習の状況  

（1）生涯学習講座への参加者数
　本市における生涯学習講座の参加者数は、年々減少傾向にありますが、コロナ禍により講座が開講できなかった
影響もあり、近年は更に減少が進んでいます。
  生涯学習に取り組んでいる市民の割合も３割以下と低い状況にあります。

（2）図書館の来館者数等
　地域の知の拠点である図書館では、コロナ禍による臨時休館などの影響から、来館者数と貸出点数、図書に親し
むための行事への参加者数が減少していますが、コロナ禍以前からも、来館者数や貸出点数、行事への参加者は
少しずつ減少している傾向がありました。

（3）スポーツに触れる機会
　スポーツに触れる市民の割合は約７割程度の横ばいで推移しており、また、スポーツに親しむ市民の割合は約３割
から約４割へと年々上昇傾向にあります。

H29 H30 R1 R2 R3 （年）H29 H30 R1 R2 R3 （年）

「山口市まちづくり達成状況報告書」をもとに山口市教育総務課作成

来館者数 貸出点数

「山口市まちづくり達成状況報告書」をもとに山口市教育総務課作成

行事の参加者数 行事の回数

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000
（人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
（人）

1,100,000

1,150,000

1,200,000

1,250,000

1,300,000

1,350,000

1,400,000

1,450,000

1,500,000
（冊）

250

200

150

100

50

0

（回）

733,777
700,842665,047

509,663
543,853 15,347 14,322 14,334 5,900 8,200

1,475,261

1,390,635

1,232,709

1,332,303

1,269,440

177 175
148

127

195
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100
（%）
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（%）

H29 H30 H31 R2 R3 （年）

■スポーツに触れる・親しむ市民の割合

「山口市まちづくりアンケート」をもとに山口市教育総務課作成

スポーツに触れる（観戦する・行う・体験する）機会に
恵まれていると思う市民の割合

スポーツ活動に親しむ市民の割合

32.0 34.0
40.2 40.5 42.8

72.4 72.8 68.9 67.3 70.8

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0
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100
（人） （％）■ 生涯学習講座開催参加者数 ■生涯学習に取り組んでいる市民の割合

「山口市まちづくり達成状況報告書」をもとに山口市教育総務課作成 「山口市まちづくりアンケート」をもとに山口市教育総務課作成
H29 H30 R1 R2 R3 H29 H30 R1 R2 R3

28,433 27,520 23,300

11,377 12,192
23.9 28.1 27.9 26.4 27.3
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  ［２—８］文化財について  

（1）本市の指定・登録文化財数
　本市には数多くの指定・登録文化財（国・

県・市）があり、その数は県内１３市で最多
となっています。

（2）歴史文化資源（※）の保存・継承
　文化や芸術・歴史に誇りや愛着を持っている市民の割合は
約６割となっています。
　今後、この歴史文化資源を保存し継承していく必要がありま
すが、文化財保護団体の高齢化や人手不足により、活動継続
が困難になっている状況にあります。

  ［２—９］これまでの取組の成果  

　平成３０年３月に策定した第二次山口市教育振興基本計画では「やまぐちのまちで育む　ふるさとを愛し　豊かな心
と健やかな体で　未来を生きぬく子ども」を教育目標に掲げ、「知力」、「体力」、「徳力」、「コミュニケーション力」の
４つの力を身に付け、未来を生きぬくことのできる子どもたちの育成を目指してきました。
　計画期間中に重点的に推進してきたプロジェクト事業についての成果は次のとおりです。

（1）学力向上プロジェクト
 ● 補助教員（※）数は令和３年度で１３４人となり、目標値１５０人には到達しなかったものの、部活動指導員及び日本

語指導補助員を除く、全ての補助教員が教員免許を所有しているという本市の強みを生かして、児童・生徒㆒人
ひとりへのきめ細やかな指導を行うよう努めました。

 ●ＩＣＴ環境については、全普通教室へ電子黒板を令和元年度末までに配置したほか、「ＧＩＧＡスクール構想」に基
づく児童・生徒１人１台端末（※）の整備が令和２年度末に完了しました。

 ● 教員が電子黒板やプロジェクターを用いて児童・生徒に提示するための指導者用のデジタル教科書（※）を、全小
学校で各学年３教科、全中学校で各学年２教科程度導入しています。

 ● 児童・生徒が個人の端末で利用できる学習者用のデジタル教科書については、令和６年度の英語科から順次導
入されることが国から示されており、現在、国の実証事業を活用し、市内市立小学校の５・６年生及び全中学校
の各学年に１教科以上導入しています。

 ●コミュニティ・スクールや地域協育ネットの活動の充実として、学校運営協議会の熟議には、大人だけではなく児童・
生徒が参加するようになっており、児童・生徒が地域や社会をよりよくするために何ができるかを考える機会を通
して、当事者意識や、自己有用感、自己肯定感を高めることにつながっています。

 ● 令和３年度から「やまぐち子ども未来型学習プロ
ジェクト（※）」を開始しており、山口情報芸術センター
が開発した教育プログラムをモデル校で実施した
ほか、教員を対象とした研修プログラムを実施しま
した。

 ● 山口市教育委員会において授業改善の指針を策定
し、教員主導の授業ではなく、児童・生徒が主体
となり対話や協働しながら学びを深めていく授業
を推進してきました。また、授業づくりセミナーを
開催し、教員の指導力向上に努めてきました。

■県内市における指定・登録文化財数（国県市合計：令和３年３月末）

「令和３年刊山口県統計年鑑」及び
「令和３年地方指定等文化財件数（山口県）」、「山口県文化財保存活用大綱」をもとに
山口市文化財保護課作成
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（2）グローバルに活躍する資質の育成プロジェクト
 ● 外国語教育の推進では、小学校１年生から外国語に親しむ機会を導入しています。また、教員の指導力向上のた

めのＡＬＴ（※）を講師とした小学校教員対象の研修を実施しています。
 ●デジタル教科書や電子黒板等といったＩＣＴ機器を活用することで、英語での会話の場面等を動画で視聴できるよ

うになるなど、状況をよりイメージしやすくなりました。また、一部の学校ではオンラインにより、外国の子ども
たちとの交流を図りました。

 ● すべて英語でコミュニケーションをとる「やまぐちＥｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ」を実施することで、英語に対する興味、関心
を高め、実践的コミュニケーション能力を養う機会を提供しました。

 ● 平成３０年、３１年に幼児と留学生の交流活動を実施し、言葉の壁にとらわれることなくコミュニケーションをとる
機会を提供しました。

（3）学校安心向上プロジェクト
 ● 平成３０年度に全ての市立小・中学校の屋内運動場の吊り天井の撤去を完了したことにより、施設の安全性が高

まりました。
 ● 令和元年度に全ての小学校に緊急通報装置を設置し、不審者対策を行いました。
 ● 令和元年度に中学校、令和２年度に小学校の普通教室・特別教室にエアコンを設置したことにより、学習環境の

改善や熱中症対策を図りました。
 ●トイレの洋式化率は、令和３年度で４７．８％となっています。
 ● 学校における防災、防犯、交通安全等の訓練の実施において、学校運営協議会や地域協育ネット等と連携を図り、

児童・生徒も参加した防犯・防災・交通安全に関わる熟議を行うなど、学校・家庭・地域が一体となって意識
を高める取組を進めました。
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山口市の教育目標

 教育目標  

「学び　ふれあい　夢・絆・笑顔で未来を紡ぐ 教育のまち 山口」

 これからの時代に必要な力を育むまちの姿  
　国においては、将来を見通せない変化の激しい時代において、個人の幸せと社会全体の幸せを同時に感
じられることを目指す「ウェルビーイング（※）」の実現をキーワードに、自尊感情の向上等といった「主観的
幸福感」や、人とのつながりや思いやり、社会貢献意識などの「協調的な幸福感」を重視した教育施策の
展開について示しています。
　そうした中、本市においては、全国的にも先駆けて、学校、保護者、地域が連携・協働しながら学校の
運営に取り組む「コミュニティ・スクール」の活動に取組んできており、子どもたちは学校で基礎的な学力・
体力を身に付けながら、地域社会の様々な年代の人々とのふれあいの中で、自らの意見や考えを述べる機
会を得るとともに、社会に貢献する体験やふるさととのつながりを感じる機会を得ています。
　また、子どもたちは、そうしたコミュニティ・スクールの活動を通じて、地域の人々が生涯にわたって学ぶ
姿や学んだことを社会に生かしていく姿を目にするなど、豊かに生きるための生涯を通した多様な学びのあ
り方に気づく機会を得ているところです。
　今後は、こうした学校と地域の連携による学びの場を、学校のみならず、本市の地域づくりの拠点である
地域交流センターなど、市内の様々な場所に設けていくとともに、市内に多くの大学等を有する学都山口と
しての他市にない強みや、山口情報芸術センターなどの文化・芸術施設を持つ特長を生かし、山口のまち
全体を一つの教室として、子どもから大人までの全ての市民が、地域社会の様々な場所で学びによって、つ
ながり、ふれあう機会を創出していきます。
　こうした仕組みの中で学ぶ子どもたちは、学校で学びながらも地域社会や山口のまち全体とのふれあい
を感じることができ、学んだことを社会で活用していくことができるようになります。
　そうすることで子どもから大人までが生まれ育ったまちにおいて、予測困難な時代にあっても、自らの夢
を実現しようとするとともに、人々が強い絆で結ばれ、笑顔広がる未来を紡ぐ教育のまちとなるよう取り組
んでいくこととします。
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